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序     文 
 

日本国政府は、ソロモン諸島国政府の要請に基づき、同国のホニアラ市及びアウキ市水供給シ

ステム改善計画にかかる基本設計調査を行うことを決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調

査を実施しました。 

 

当機構は、平成20年3月13日から5月4日まで基本設計調査団を現地に派遣しました。 

 

調査団は、ソロモン政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調査を実施

しました。帰国後の国内作業の後、平成20年10月5日から10月12日まで実施された基本設計概要書

案の現地説明を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

 

終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 
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要  約 

 

ソロモン諸島国（以下「ソ」国)は、オーストラリアの北東に位置し、首都ホニアラ市が位置す

るガダルカナル島を含む主要 6 島と、約 100 におよぶ小島で構成されている。国土面積は、

29,785km2、2006 年現在の人口は約 53 万人である。 

「ソ」国の島々は熱帯雨林気候に属す。本プロジェクトの対象地域であるホニアラ市（ガダル

カナル島）及びアウキ市（マライタ島）の 2007 年における年間降水量は、それぞれ約 1,900mm/

年及び約 3,100mm/年である。またホニアラ市及びアウキ市の年間平均気温は、共に約 27℃である。 

降水量の多い時期は各地域で異なる。ホニアラ市及びアウキ市は共に 12 月～4 月頃に降水量が

多い。 

「ソ」国の一人当たりの GNI は 590US ドル（2005 年）であり、後発開発途上国に属す。主要

産業は水産品や木材等の一次産品であり、経済はこれら一次産品の輸出に強く依存している。ま

た、2000 年に起きた部族対立の影響により、財政は大幅な赤字が続いている。 

「ソ」国には、食料品、繊維類、機械類、石油化学製品、電気製品等、主要工業製品を自国で

生産できる工場はほとんどない。したがって、輸入に頼る主要製品の物価は、先進国並みの価格

となっている。特に石油の価格は、最近の原油価格の高騰のあおりを受け、2008 年 3 月から 9 月

までの半年で、50%以上も高騰した。それに応じて電気料金、水道料金も値上がりし、経済の混

乱が懸念されている。 

 

「ソ」国では、新国家開発計画ための施策方針（Policy Statement）が 2008 年 1 月に作成され、

同方針に基づいた実施計画（Translation and Implementation Framework）が同年 2 月に作成された。

施設方針では、目標として「ソ」国の全国民が安全で安定的な給水を受けることが掲げられてい

る。 

本プロジェクトは、「ソ」国の首都ホニアラ市と中核都市アウキ市の住民へ、安定した水量及び

水質の給水を確保しようとするものであり、新国家開発計画の目標達成に必要な投入のひとつと

して位置付けられる。 

また、本プロジェクトは、ソロモン諸島上下水道公社（Solomon Islands Water Authority：SIWA）

が JICA 開発調査（2005 年）に基づいて作成した中期施設整備計画（目標年次 2010 年）に従って、

「ソ」国側から日本政府に無償資金協力による実施要請が行われたものであり、同中期施設整備

計画の完成に必要なコンポーネントに位置づけられる。 

ホニアラ市の上水道は、水源の 59％を湧水に、41％を地下水に依存している。全水源の 45％を

占めるコングライ湧水では、大雨や洪水で原水流入口（シンクホール）の閉塞事故が頻繁に発生

し原水取水量が安定しない。ホニアラ市の一人一日平均使用水量は 172 ㍑/人･日であるが、閉塞

事故時は約 64%の 110 ㍑/人･日程度に落ち込む。さらに、コングライ湧水とコンビト湧水では、

大雨の後に濁度が高くなり、飲用に適さなくなるため、住民は水質基準を満たさない水道水の利

用を余儀なくされている。 

ホニアラ市では未給水地域が未だ多く、現在の上水道普及率は 73%である。また、給水されて

いても水圧が十分ではない地域が多い。配水池は老朽化による漏水が目立つ上に、貯水容量が小
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さく、水を多く利用する時間帯や緊急時の給水は困難な状況にある。現在の貯水容量は水需要の

ピーク時や緊急時の対応に必要な一日最大給水量の 12 時間分に対し、半分以下の 5.7 時間分であ

る。 

アウキ市では水源開発が遅れており、一人一日平均使用水量が 75 ㍑/人･日に留まっているため

（他中核都市は平均値 184 ㍑/人･日）、一日 4 時間の給水制限を余儀なくされている。 

このような状況のもとで「ソ」国政府は、ホニアラ市における水源・送配水施設の改善及び濁

度低減施設の新設、アウキ市における新規井戸水源の建設に関して、日本国へ無償資金協力を要

請した。本要請を受けて、日本政府は 2007 年 8 月に予備調査団を派遣し、要請内容の確認を行っ

た結果、中期整備計画に沿った内容であり、妥当なものであることを確認した。 

日本政府は、予備調査の結果を受けて本プロジェクトの基本設計を実施することを決定し、独

立行政法人国際協力機構（JICA）が、2008 年 3 月 13 日から 5 月 4 日まで基本設計調査団を派遣

した。調査団は現地調査において「ソ」国政府、SIWA 等の関連機関との要請内容の協議、計画

地域の現況調査、関連資料の収集等を行った。 

これらの調査結果から対象地域での上水道施設の緊急整備の必要性を確認し、SIWA の施設運

営・維持管理能力を踏まえた上で、ソフトコンポーネントを含む基本設計案を作成した。 

JICA は、この基本設計案を基に 2008 年 10 月 5 日から 10 月 12 日まで基本設計概要説明調査団

を「ソ」国に派遣し、計画内容の説明・協議を行った。 

基本設計調査に基づく上水道整備の基本設計方針（現状を含む）、施設計画概要及びソフトコン

ポーネント計画概要は、下表の通りである。 

 

基本設計方針 

指 標 2007 年 2010 年 備 考 

[ホニアラ市]    

 一日最大給水量 25,685m3/日 30,509m3/日  

 一人一日平均使用水量 110 ㍑/人・日 170 ㍑/人・日 コングライ湧水閉

塞時でも平常時の

給水量を確保 
 水道普及率 73% 83%  

 高濁度の発生 18 回（コングライ湧水）

28 回（コンビト湧水） 

0 回 配水管網における

濁水事故の回数 

 低給水圧地域 25% 0% 人口比 

[アウキ市]    

 一日最大給水量 540m3/日 1,106m3/日  

 一人一日平均使用水量 75 ㍑/人・日 170 ㍑/人・日  

 給水時間 4 時間 24 時間  

 
 
 
 



iii 

施設計画概要 

施設分類 施設名 構成要素 規模 

[ホニアラ市]    

水源施設 井戸施設 深井戸、水中ポンプ 井戸本数：16 本（4 本 x 4 井戸群） 
ポンプ調達台数：20 台 
（4 台 x 4 井戸群、予備 1 台/井戸群）
ポンプ揚水量：800m3/日、ポンプ揚程：
65m～85m 

 導水管  延長 5.4km、口径 150mm、PVC 管 
 
 

高濁度対応型調整池 沈殿池、塩素滅菌設備 コングライ湧水：4,100m3/日、コンビ
ト湧水：1,600m3/日 

 
 

受電設備 受電設備(低圧) 2 式（コングライ湧水、コンビト湧水
各 1 式） 

 湧水取水施設改善 スクリーン ロベ湧水１箇所 
送水施設 送水ポンプ 

 
4 箇所（1 箇所/井戸群） 
1 箇所当り：1,600m3/日 x 2 台（常用）、
1 台予備 

 
 

送水ポンプ棟 4 棟（延べ床面積約 132m2/棟、RC 造、
2 階） 

 

送水ポンプ施設 

塩素滅菌設備 4 式（各送水ポンプ施設に設置） 
処理水量：3,200m3/日/箇所 

 受変電設備 受電設備(高圧)、変圧器
4 式 
(各送水ポンプ施設に設置) 

 非常用発電設備 ディーゼル発電機 4 台(各送水ポンプ施設に設置) 
 送水管 送水ポンプ場－配水池 送水管：4.1km、口径 250mm 
配水施設 配水池 

 
5 池（ﾀｻﾍ 1,700m3、ﾃｨﾃｨﾝｹﾞ 1,300m3、

ﾛｳｱ・ｳｴｽﾄ・ｺﾗｱ 450m3、ｽｶｲﾗｲﾝ 1,800m3、

ﾊﾟﾅﾁﾅ 2,100m3） 
 配水本管  配水本管：22.9km、口径 50mm - 200mm
[アウキ市]    
水源施設 井戸施設 深井戸、水中ポンプ 井戸本数：2 本 

ポンプ調達台数：3 台（予備 1 台） 
ポンプ揚水量：400m3/日、ポンプ揚程：
105m 

 導水管  延長 0.4km、口径 150mm、PVC 管 
 非常用発電設備 ディーゼル発電機 1 台 
 受電設備 受電設備(低圧) 1 式 

 土木・建築施設 電気室 1 棟（延べ床面積約 35m2/棟、RC 造、

平屋） 

 

ソフトコンポーネント 

項  目 内  容 

水道システムの理解 井戸水源から送水ポンプ場、配水池までの水道システムの習得を目的

とした講義を行う。 

水道システムの運転・維持管理

方法の習得 

水源、取水、送配水、給水までの水質管理および運転管理の習得を目

的とした講義、実習を行う。 

水質・水量データの記録、管理、

活用方法の習得 

水源、取水、送配水、給水までの水質および運転データを整理し、デ

ータに基づく水質・運転管理の習得を目的とした講義、実習を行う。 
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なお、本プロジェクトを日本の無償資金協力で実施する場合、概算事業費は約 23.13 億円（日

本国側の負担事業の概算額は約 21.21 億円、また「ソ」国側の負担事業の概算額は約 1.92 億円）

である。ただし、本概算事業費は交換公文の供与限度額を示すものではない。 

本プロジェクトの実施期間は、実施設計：約 4 ヶ月、入札・業者選定：約 3.5 ヶ月、資機材調

達・工事期間：約 21 ヶ月、ソフトコンポーネント：約 1.5 ヶ月が見込まれる。 

 

本プロジェクトの実施による直接的効果は、以下のとおりである。 

[ホニアラ市] 
① 給水人口が 55,656 人（2007年）から 71,685 人（2010年）に、増加する。 

②  下記の給水原単位が増加する。 

 一日最大給水量が 25,685m3/日（2007 年）から 30,509m3/日（2010 年）に増加する。 

 コングライ湧水の原水流入口閉塞時における一般家庭の一人一日平均使用水量が110

㍑/人・日から 170㍑/人・日に増加する。 

③ 日中の給水ピーク時に水圧が不足する地域が給水区域の 25%を占めていたが、本プロジェ

クト実施後は、これらの低水圧地域が解消される。 

④ 配水池容量が一日最大給水量の 5.7 時間分（7,280m3）から約 12 時間分（14,630m3）に増

加することにより、給水ピーク時や緊急時への対応が可能となる。 

⑤ 高濁度のため飲用が不適切となる日数（コングライ湧水水源において年 18 日、コンビト

湧水において年 28 日発生）が、本プロジェクト実施後は解消される。 

⑥ ソフトコンポーネントの導入により、SIWA による施設の適切な維持管理技術の基礎が構

築され、施設のより長期的な運用が可能となる。 
[アウキ市] 

① 下記の給水原単位が増加する。 

 一日最大給水量が 540m3/日（2007 年）から 1,106m3/日（2010 年）に増加する。 

 一般家庭の一人一日平均使用水量が他の地方都市の 40%である 75 ㍑/人日（2007

年）から 170 ㍑/人・日（2010 年）に増加する。 

② 一日 4 時間の給水制限が適用されているが（2007 年）、本プロジェクト実施後は 24 時間

給水が可能となる。 

また、間接的効果は、以下のとおりである。 

① 給水人口の増加および常時安定した給水量が確保されることから計画地住民の生活レベ

ルの向上が期待される。 

② 安全で安定した給水システムの構築により、計画対象地域住民のSIWA への信頼度が高ま

り、契約者の増加や支払い遅延の減少等が期待できる。 

 

SIWA は、わが国の開発調査で策定したアクションプランに従って、水道料金の改定、水道料

金徴収率の改善、漏水削減のための配水管路の敷設替え、無収水対策スタッフの新規雇用等、水

道事業経営の改善に努めている。その結果、2007 年度の収支は中央政府の補助金を除いても黒字

となっている。 

本プロジェクトの実施に伴って、年間約 10.0 百万 SBD の運営・維持管理費に関する支出の増
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加が見込まれる。一方、未給水区域への配水管網整備による契約者数の増加によって年間約 10.3

百万 SBD の料金収入の増加が期待できる。このことから、本プロジェクトの実施に伴って増加す

る支出分は、収入増加により負担可能であると判断される。 

本プロジェクトでの「ソ」国側分担事業の実施については、SIWA が所轄官庁である鉱物・エ

ネルギー・地方電化省（Ministry of Mines, Energy and Rural Electrification）及び開発計画・援助調

整省（Ministry of Development Planning and Aid Coordination）を通じて中央政府からの予算確保を

行う。 

本プロジェクトの確実な実施ならびに本プロジェクト完了後の持続的な運営・維持管理のため

に、以下の点において SIWA の主体的な取り組みが求められる。 

 本プロジェクトの円滑な実施及び目標達成のために本プロジェクトにおける「ソ」国負担

工事の施設建設工事に必要なアクセス道路の整備、同工事に支障となる埋設物及び障害物

の撤去・移設と用地の整地、並びに配水支管・各戸接続管の敷設等にかかる費用を確保し、

日本側の建設工程に合わせて確実に工事を実施すること。 

 SIWA は基本的な水質分析技術を有しているが、日常的な水質監視の仕組みや、水質が基

準値を超えたときの連絡体制等、水質管理体系が整備されていない。分析する水質項目、

頻度、測定箇所、サンプリング箇所、記録とデータ整理、異常診断、異常事態への対応方

法等の水質管理体系の整備を行うこと。 

 SIWA による水道事業における無収水率は、約 40%（2007 年）と高い値を示している。し

たがって、高い無収水率を削減し、将来の水需要増加に対処するために、漏水削減活動を

定着化し着実に漏水を削減する必要がある。そのためには、JICA 開発調査で漏水技術の

指導を受けたスタッフに加え、新たな要員を確保し漏水削減チームあるいは部署を設置し、

無収水率削減に努めること。 

 

本プロジェクトの実施は、対象地域住民へのより安全で安定的な水供給を可能にし、ひいては

対象地域の社会経済の安定的な発展に寄与することとなり、本プロジェクトの意義は大きく、そ

の妥当性は高いと判断される。 
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(1) 

本計画対象地域の状況 
 

 
強降雨直後の濁水の様子(コンビト湧水) 
 
 

 
ロベ湧水の取水部。発生したオタマジャクシがそ

のまま給水される問題が起きている 

 
給水圧測定の様子(ブラ地区)。ブラ地区は、配水池

から遠いため、水需要の多い日中は、毎日水がで

ない。 
 

 
水を汲みに来る市民(コンビト地区)。コンビト地区

は未給水エリアが多く、既設井戸まで水を汲みに

来ている。 

 
コングライ湧水の既設送水ポンプ設備(55kw x 3
台)。 
本プロジェクトでは、高濁度対応型調整池の建設

により移設され、緊急用送水ポンプ設備となる。 
 

 
コングライ高濁度対応型調整池予定地。写真左に

見られる建物は、移設予定の既設コングライポン

プ場。 

 



 

(2) 

 
既設ホワイトリバー井戸 (1996 年に日本の援助で

建設)。この水は常に清澄で市民に欠かせない水と

なっている。 

 
既設の塩素注入設備の様子(マタニコ配水池)。 

  

 
井戸掘削予定池(スカイライン井戸)。 

 
 
 

 
土質調査の様子(スカイライン配水池)。奥に見える

のが既設配水池。 

 
タサヘ配水池。左の既設塩素滅菌施設が撤去され、

右の既設配水池の隣に、新しい配水池が建設され

る。 
 

 
アウキ市の既設高所配水池。新しく開発される井

戸水は、このタンクに送られる。 
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第 1 章 プロジェクトの背景・経緯 
 

1-1 当該セクターの現状と課題 

1-1-1 現状と課題 

1-1-1-1 計画対象地域における上水道施設・サービスの問題点（要約） 

ソロモン諸島（以下、「ソ」国という）の上水道事業は、ソロモン上下水道公社（以下、SIWA

という）によって運営されている。管轄地域は、首都ホニアラ市と地方中核都市であるアウキ市、

ノロ市及びツラギ市である。 

本計画対象地域のホニアラ市とアウキ市における、上水道事業の現状の問題点の要約は、それ

ぞれ表 1.1-1 及び表 1.1-2 に示すとおりである。 

表 1.1-1 ホニアラ市上水道施設の現状の問題点1 
No. 項目 現状の問題点 

1 水源からの取水量の

不足 
ホニアラ市の配水量（24,685m3/日）の約 50％（11,100m3/日）は、コングライ湧水

に依存している。同湧水は、水源水流入口の閉塞が頻繁に発生し、取水量が不安

定である。 
閉塞は、過去 12 年間で約 23 ヶ月発生している。閉塞期間は、1 週間から 7 ヶ月

である。閉塞期間中のホニアラ市における一人一日使用水量は通常の 172LCD か

ら 110LCD 程度に低下する。 
さらに、コングライ湧水は慣習地に位置しており、同湧水の維持管理に支障をき

たしている。したがって、SIWA は、主要水源を行政区域内の地下水に転換した

い意向である。 

2 給水圧の不足 給水区域の 25％（人口比）が低水圧で、日中は給水が受けられない地域がある。

3 非効率な配水システ

ム 
配水系統が独立していないため、安定した配水ができないシステムである。 

4 管路口径の不足 管路の口径が不足しており、十分な水圧で所定の水量が確保できない配水区域が

存在する。 
5 適正配水池容量の不

足 
既存配水池の容量は、一日最大給水量に対して約 5 時間分しかなく、需要のピー

ク時及び緊急時への対応が困難な状況である。 
6 湧水の高濁度 雨天後、湧水の濁度が高くなり、生活用水として不適となる。この泥水化は、年

に 20 回程度発生している。ホニアラ市民は、年に 2 ヶ月程度は、泥水化により、

衛生的な生活用水が利用できない状況下におかれている。 
7 未給水地区の存在 未給水区域は、SIWA 給水区域の約 30％である。 

 

表 1.1-2 アウキ市上水道施設の問題点 
No. 項目 現状の問題点 

1 水源水量の不足 既存水源であるクワイバラ湧水の取水量が不十分であり、十分な給水量が確保で

きていない。現在の水使用量は、75LCD（2007 年）と他の都市に比べて 40％程

度と少ない。 

2 給水制限の存在 現在、取水量の不足により給水量が確保できず、アウキ市の住民は 1 日 4 時間の

給水制限を余儀なくされている。 

以下に、個々の上水道施設・サービスの現状及び問題点について詳述する。 

                                                  
1 図表の出典は、特記ない限り、基本設計調査団が現地調査に基づいて作成したものである。 
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1-1-1-2 計画対象地域の既存配水システム 

(1) ホニアラ市 

ホニアラ市の既存配水システムは、図 1.1-1 に示すように、コングライ湧水系が給水区域の約半

分をカバーしており、同湧水への依存度が大きいシステムとなっている。また、配水管網の末端

までの間の給水区域で水が消費されることから、配水管網の末端地域では、給水量及び給水圧が

低くなるシステムとなっている。 

 

(2) アウキ市 

アウキ市の給水区域は、行政区域と同じエリアであり、面積は 1km2 と小さい。したがって、既

存配水システムは単一のシステムであり、給水区域内における地域別の給水量及び給水圧の差は

小さい。 
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1-1-1-3 給水量 

計画対象地区における給水の現状を把握するために、平均使用水量について以下分析する。 

(1) 給水人口及び給水率 

ホニアラ市とアウキ市の 2007 年時点での給水人口及び給水率（または水道普及率）は、表 1.1-3

のとおりである。また、参考としてノロ市とツラギ市のデータを示す。 

表 1.1-3 ホニアラ市と地方中核都市の給水人口及び給水率（2007 年） 

都 市 給水区域内人口 給水人口 
（人） 

給水率 
（％） 

ホニアラ市 76,232 55,656 73 
アウキ市 5,095 3,208 63 
ノロ市 4,621 2,296 50 
ツラギ市 1,562 1,232 79 

 

(2) 一人一日平均使用水量 

1) ホニアラ市 

ホニアラ市の過去 3 年間（2005 年～2007 年）の使用水量の推移を表 1.1-4～1.1-6 に示す。 

表 1.1-4 ホニアラ市の使用水量（2005 年） 

分類 
給水区域

人口 
契約者 給水人口*2 配水量 

使用水量 

（有効水量） 

一人一日 

使用水量 

 人 件 人 m3/年 m3/日 m3/年 m3/日 ㍑/人･日 
生活用水  5,434 48,906 3,236,417 8,867 181 
商業用水  617  1,214,479 3,327  
政府機関  198  1,273,718 3,490  

見かけの損失水量*1    177,050 485  
ホニアラ市全体 69,942 6,249 48,906 9,074,400 24,861 5,901,663 16,169  

表 1.1-5 ホニアラ市の使用水量（2006 年） 

分類 
給水区域

人口 
契約者 給水人口*2 配水量 

使用水量 

（有効水量） 

一人一日 

使用水量 

 人 件 人 m3/年 m3/日 m3/年 m3/日 ㍑/人･日 
生活用水  5,824 52,416 3,276,637 8,977 171 
商業用水  640  1,308,607 3,585  
政府機関  145  1,273,718 3,490  

見かけの損失水量*1    181,205 496  
ホニアラ市全体 73,020 6,609 52,416 8,792,000 24,088 6,040,167 16,548  

表 1.1-6 ホニアラ市の使用水量（2007 年） 

分類 
給水区域

人口 
契約者 給水人口*2 配水量 

使用水量 

（有効水量） 

一人一日 

使用水量 

 人 件 人 m3/年 m3/日 m3/年 m3/日 ㍑/人･日 
生活用水  6,184 55,656 3,342,149 9,157 165 
商業用水  691  832,966 2,282  

政府機関  117  1,273,718 3,490  

見かけの損失水量*1    168,521 462  

ホニアラ市全体 76,232 6,992 55,656 9,375,000 25,685 5,617,354 15,390  
注） 1. 見かけの損失水量（Administrative Lossees）＝メータ不感水量とみなす。 
 2. 契約者 1 件当たり人数 9 人を乗じて算出した。 
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同表に示すように、ホニアラ市の 2005 年から 2007 年までの過去 3 年間の一人一日使用水量は、

181LCD、171LCD、165LCD で、平均値は 172LCD である。年々、使用水量が低下しているが、

これは、給水人口（契約者数）が増加しているものの、水源量がそれに追いつかないためである。

したがって、現在、ホニアラ市の主要水源であるコングライ湧水の送水ポンプは、予備ポンプを

含めて 3 台のポンプ全てが 24 時間フル稼働している状況である。 

2) アウキ市 

次に、アウキ市の過去 3 年間（2005 年～2007 年）の使用水量の推移を表 1.1-7 に示す。同表に

示すように、アウキ市の過去 3 年間の一人一日平均使用水量は 76LCD である。 

参考データとして、ノロ市とツラギ市の過去 3 年間の一人一日平均使用水量は、184LCD であ

る。したがって、アウキ市は、これら他の中核都市の一人一日平均使用水量の約 40％にすぎない。 

表 1.1-7 アウキ市の過去 3 年間の使用水量 

項 目 単位 2005年 2006年 2007年 平均値 

年間配水量 m3/年 168,000 168,000 197,000 177,667
一日配水量 m3/日 460 460 540 487
有収水量 m3/日 298 288 324 303
有収率 % 65 63 60 62
無収水率（NRW）率 % 35 38 40 38
見かけの損失水率 % 3 3 3 3
無効水率 [A] % 32 35 37 35
有効水率 100-[A] % 68 66 63 65
一日 配水量（生活用水） m3/日 368 350 405 374
一日 配水量（商業用水） m3/日 92 110 135 112
一日使用水量（生活用水） m3/日 238 219 241 233
一日使用水量（商業用水） m3/日 60 68 82 70
一人一日給水量（漏水含む） LCD 127 115 126 123
一人一日使用水量 LCD 82 72 75 76
[参考データ]   
ノロ市の一人一日使用水量 LCD 174 186 196 184
ツラギ市の一人一日使用水量 LCD 199 176 177 184

 
1-1-1-4 無収水率と有効水率 

ホニアラ市及びアウキ市の無収水率と有効水率（過去 3 年間の平均）は、表 1.1-8 のとおりであ

り、無効水率（漏水率）が約 35％と高い値を示している。この原因としては、送配水管路の老朽

化、配水池の老朽化、非効率な配水システムによる高水圧地域の存在、各戸接続管の施工不備等

が想定される。 

表 1.1-8 ホニアラ市と地方中核都市の無収水率と有効水率 
（単位：％） 

都市 無収水率 見かけの 
損失水率 無効水率 有効水率 

ホニアラ市 39 3 36 64 
アウキ市 38 3 35 65 
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1-1-1-5 水質 

(1) 水源水質 

1) 湧水 

ホニアラ市で飲用として利用されているコングライ湧水、ロベ湧水、コンビト湧水の水質は、

晴天時には非常に水質が安定しており、適切な塩素添加を実施することで飲用として十分に満足

できる水質である。（本調査における湧水水源の水質調査結果については、後述の 2-2-2-4 を参照） 

2) 深井戸施設 

既設の深井戸からの地下水は、非常に水質が安定しており、適切な塩素添加を実施することで

飲用として十分に満足できる水質である。（本調査における地下水水源の水質調査結果については、

後述の 2-2-2-4 を参照） 

(2) 給水栓水質 

給水栓において、通常時は透明度の高い良好な水質が給水されている。しかし、強降雨時には、

湧水と同様に濁度の上昇が給水栓においても発生し、住民の SIWA に対する最大の改善要望事項

となっている。SIWA は、強降雨時の濁度低減に対し、何らかの対策を施すことが急務となってい

る。 

 

(3) 水質管理 

SIWA は、表 1.1-9 に示すとおり、水源と給水栓において、各水質項目について所定回数の分析

を行い、また記録をしている。 

表 1.1-9 SIWA の水質管理状況 
 水源 給水栓 

分析機関 SIWA ホニアラ市

保健課 
SIWA ホニアラ市

保健課 
分析頻度 毎週月曜日 1 ヶ月に 1 回 毎週月曜日 毎週月、水、

金曜日 
毎日 毎週月曜日

6 項目 18 項目 ２項目 5 項目 1 項目 2 項目 分析項目 
pH、濁度、

DO、硬度、

大腸菌群、糞

便性大腸菌 

Cu、Pb、CN、Cr6+、

Ca、Mg、Zn、Mn、
K、Fe、No2、No3、

H2SO4、P、Al、フ

ェノール、塩化

物、アンモニア性

窒素 

大腸菌群、糞

便性大腸菌 
pH、濁度、

DO、大腸菌

群、糞便性大

腸菌 

残留塩素 大腸菌群、

糞便性大腸

菌 

 

しかし、本調査で水質分析の現状を調査したところ、以下のような問題を確認した。 

 
1) 設備の問題 

pH 計、濁度計、蒸留水製造装置、大腸菌測定用インキュベータ等、基本的な水質分析器具が故

障して使えない状況である。 
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2) 水質分析能力の問題 

ほとんどの水質分析項目について、HACH テストを使用して実施している。HACH テストは操

作が簡便である反面、試薬が高額、分光光度計が必要であり故障すると分析できない、重金属等

の微量分析には前処理操作が複雑で分析誤差が大きくなる、といった問題がある。 

例えば、アルカリ度や硬度といった分析は、広く公定法として採用されている適定法を実施す

れば、高額な試薬を用いることもなく、測定原理も簡単であり、また測定機器の故障の問題もな

く、測定することが可能である。 

3) 分析連携体制の問題 

クロムや水銀といった重金属の微量分析等は、保健省に委託して実施することになっている。

保健省は、AusAID 及び EU の援助により 2008 年 2 月に水質試験所を開設した。調査分析に必須

とする原子吸光光度計等の機器を装備しているものの、2008 年 5 月時点では、組織的な問題や技

術者が不足していることが今後の課題となっている。 

 

1-1-1-6 既設施設の現状 

(1) ホニアラ市の既設施設の現状 

本計画対象地域のうち、ホニアラ市の既設施設概要を表 1.1-10 に示す。同表に示すように、ホ

ニアラ市では湧水が水源全体の 60％を占めている。また、配水池容量は、一日最大給水量の 5.7

時間であり、緊急時への対応及び水需要ピーク時の緩和に必要な 12 時間分の半分以下の容量しか

ない。 

表 1.1-10 ホニアラ市の既存主要上水道施設（2007 年度のデータ） 
項目 主要施設名 容量/延長等 

水源施設   
(1) 湧水水源施設 コングライ湧水、ロベ湧水、コンビト湧水 

（3 湧水） 
15,704m3/日 

（水源全体の 61%） 

(2) 深井戸施設 ホワイトリバー井戸群、マタニコ井戸群

（SIWA＋JICA）、コンビト井戸群、パナチナ

井戸群（4 井戸群） 

9,975m3/日 
（水源全体の 39％） 

配水池 Lower West Kolaa-1, Tuvaruhu, JICA, 
Borderline (EU), Vura, East Kolaa, Skyline 
(SIWA), Lengakiki, Upper Tasahe（10 配水池）

7,280m3 

（一日最大給水量の 5.7 時間） 

ホワイトリバー湧水（圧送系） 3.30m3/分 x 2 台、H=65m 
ホワイトリバー井戸群 1.22m3/分 x 2 台、H=80m 
マタニコ井戸群（SIWA） 4.26m3/分 x 1 台、H=50m 

送水ポンプ場 

マタニコ井戸群（JICA） 0.90m3/分 x 2 台、H=100m 

送配水管網 PVC 管（20～300mm） ：77.8km、PE 管（13～50mm） ： 9.3km 
GI 管（13～150mm） ：23.6km、CI 管（100 ～450mm） ：11.6km、（合計：122.4km）

注）PVC＝硬質塩化ビニル、PE＝ポリエチレン、GI＝亜鉛メッキ鋼、CI＝鋳鉄 

 

(2) アウキ市の既設施設の現状 

アウキ市の既設施設概要を表 1.1-11 に示す。クワイバラ湧水の一日の平均取水可能量は 540m3/
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日であり、他の地方中核都市（ノロやツラギなど）の給水レベルと同等である一人一日使用水量

170 ㍑/人･日から算定した水需要量である 1,106m3/日の半分以下となっている。そのため、アウキ

市では一日 4 時間の給水制限が行われており、生活用水が不足しているのが現状である。 

表 1.1-11 アウキ市の既存主要上水道施設（2007 年度のデータ） 
項目 主要施設名 容量/延長等 

水源施設   
(1) 湧水水源施設 クワイバラ湧水 取水量：540m3/日 
(2) 深井戸施設 なし  
配水池 低所配水池、高所配水池 低所配水池：180m3 x 2 基、高所配

水池：200m3 x 2 基 
送水ポンプ場 送水ポンプ場（湧水）→低所配水池 620m3/日 
 低所配水池→高所配水池 580m3/日 
送配水管網 15mm～80mm（PVC 管、GI 管） 約 20km 

注）PVC＝硬質塩化ビニル、GI＝亜鉛メッキ鋼 

 

1-1-1-7 既設施設の問題点と課題 

ホニアラ市及びアウキ市の上水道施設の現状と課題の概要は、前述（表 1.1-1 及び表 1.1-2）の

とおりである。各上水道施設の問題点と課題を以下に詳述する。 

 

(1) 水源施設 

1) 既存水源からの取水量 

ホニアラ市上水道の既存水源は、表 1.1-12 に示すように、湧水 3 箇所及び地下水井戸群 4 箇所

（緊急時用井戸を除く）からなっている。過去 3年間の全体の水源取水量は約 24,900m3/日である。

そのうち、湧水が約 14,800m3/日（60%）、地下水が約 10,100m3/日（40%）である。 

コングライ湧水は全体水源取水量の 46%、湧水全体の 80%を占めており、ホニアラ市にとって

重要な水源である。しかしながら、コングライ湧水は、原水流入口の閉塞事故により取水量が減

少することが多く、不安定な水源である。この 12 年間で 23 回の閉塞事故が起きており、その間、

同湧水の給水区域では、一人一日使用水量が通常の 172 ㍑/人･日から 110 ㍑/人･日に落ち込んでい

る。また、慣習地に位置することから、SIWA による維持管理が迅速に行えないなど、問題を抱え

ている。 

さらに、コングライ湧水は、降雨後、濁度が高くなり、濁水が配水管網に配水されるため、水

道水が生活に適さないレベルまで悪化する。したがって、住民の水道サービスへの最大の不満は、

雨天後の水道水における濁水の発生となっている。 

このような状況下、SIWA とっては、安全で安定した水供給を行うための給水システム改善が急

務となっている。 
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表 1.1-12 ホニアラ市既存水源からの取水量 

取水量（m3/日） 割 合
既存水源名 

2005 年 2006 年 2007 年 平均 （％）

[湧水]      
コングライ湧水 11,160 10,855 12,463 11,492 46.2 

 自然流下システム 3,736 3,340 3,716 3,597 14.5 
 ポンプ圧送システム 7,424 7,515 8,747 7,895 31.7 

ロベ湧水 1,778 1,649 1,663 1,697 6.8 
コンビト湧水 1,596 1,578 1,578 1,584 6.4 

湧水 計 14,534 14,082 15,704 14,773 59.4 
[地下水]      
マタニコ（JICA）井戸群 2,692 3,342 3,619 3,218 12.9 
マタニコ（SIWA）井戸群 1,995 1,751 1,918 1,888 7.6 
コンビト井戸群 2,010 1,792 1,460 1,754 7.1 
パナチナ井戸群 3,631 3,121 2,978 3,243 13.0 

地下水 計 10,328 10,006 9,975 10,103 40.6 
合 計 24,861 24,088 25,685 24,876 100.0 

 

2) 湧水水源施設 

ホニアラ市の既存湧水水源としては、コングライ湧水、ロベ湧水及びコンビト湧水の 3 箇所が

水道水の水源として利用されている。このうち、コングライ湧水とコンビト湧水は雨天時の濁度

が高く、濁水が配水管網に配水されるために、市民の水質への不満が高まっている。コングライ

湧水では年 18 回、コンビト湧水では年 28 回の濁水事故が発生していると推定される。 

一方、ロベ湧水は、取水地点に自然の調整池があり、雨天後の濁度の変化はない。しかし、調

整池で発生する大量のオタマジャクシが取水施設から配水管網に混入し、一般家庭への水道水に

死骸等が混入するという事故が発生している。 

アウキの既存湧水水源は、クワイバラ湧水であり、アウキ市上水道にとって唯一の水源である。

水源量が不足しているために、現在、アウキ市では平均 4 時間の給水制限が行われている。 

 

3) 深井戸施設 

(a) 既存井戸の仕様 

ホニアラ市の深井戸は、現在（2008 年 10 月）、4 箇所の井戸群で 11 本の既設井戸が稼動してい

る。ホワイト･リバー井戸群は、緊急時用として利用されている。表 1.1-13 にホニアラ市既存井戸

の仕様を示す。 
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表 1.1-13 ホニアラ市既存井戸の仕様 

水源名 井戸 
番号 

井戸径 
（インチ）

井戸長
(m) 

取水量*1 
(m3/日） 

静水位
(GL-m) 

揚水位
(GL-m) 

W-1 8 80 (880) －0.7 9 
W-2 8 80 (880) －0.8 8 
W-3 8 80 (880) －0.5 6 

ホワイト･リバー井戸群 
（緊急時用） 

W-4 8 80 (880) －0.5 16 
M-1 8 100 703 6.0 8 
M-2 8 100 850 7.0 12 
M-3 8 100 1,160 5.2 9 
M-4 8 100 0 6.1 - 

マタニコ（JICA）井戸群 

M-5 8 50 1,380 4.7 9 
マタニコ（SIWA）井戸群 No.1 6 48 720 2.0 25 

K-1 8 80 1,020 6.5 17 コンビト井戸群 
K-2 8 80 750 2.3 18 
No.1 6 64 2350 5.0 21 
No.2 6 64 680 5.0 41 

パナチナ井戸群 

No.3 6 48 670 5.0 20 
注）1. 取水量は 2005 年 6 月の平均取水量を示す。 

 
(b) 井戸ポンプ 

ホニアラ市の既設井戸の井戸ポンプ仕様は、表 1.1-14 に示すとおりである。 

表 1.1-14 ホニアラ市既設井戸ポンプの仕様 
井戸施設名 箇所数 仕様（各１箇所当り） 備考 

ホワイトリバー井戸 4 水中ポンプ、揚水量 0.90m3/分、出力 13kW、揚程 80m 緊急時用

マタニコ井戸（JICA） 5 水中ポンプ、揚水量 0.45m3/分、出力 11kW、揚程 70m  
マタニコ井戸（SIWA） 1 水中ポンプ、揚水量 0.45m3/分、出力 11kW、揚程 45m  
コンビト井戸 1 水中ポンプ、揚水量 0.90m3/分、出力 15kW、揚程 80m  
 1 水中ポンプ、揚水量 0.60m3/分、出力 15kW、揚程 80m  
パナチナ井戸 1 水中ポンプ、揚水量 1.80m3/分、出力 37kW、揚程 85m  
 2 水中ポンプ、揚水量 0.60m3/分、出力 11kW、揚程 85m  

 

(2) 送配水施設 

1) 送水ポンプ 

ホニアラ市の既設送水ポンプは、湧水で取水した水を配水池に送水するポンプと深井戸で揚水

された地下水を配水池に送水するポンプがある。ホニアラ市既設送水ポンプの仕様を表 1.1-15 に

示す。 
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表 1.1-15 ホニアラ市既設送水ポンプの仕様 

施設名 ポンプ 
台数 

仕様 
（ポンプ１台当り） 備考 

コングライ湧水

送水ポンプ場 
3 陸上ポンプ、吐出量 3.30m3/分、出力 55kW、

揚程 65m 
2 台または 3 台

運転 
ホワイトリバー

送水ポンプ場 
3 陸上ポンプ、吐出量 1.22m3/分、出力 18.5kW、

揚程 80m 
緊急時のみ稼動

マタニコ送水ポ

ンプ場（SIWA） 
3 陸上ポンプ、吐出量 4.26m3/分、出力 30kW、

揚程 50m 
2 台休止 

マタニコ送水ポ

ンプ場（JICA） 
3 陸上ポンプ、吐出量 0.90m3/分、出力 37kW、

揚程 100m 
 

 

2) 配水池 

ホニアラ市の既設配水池（表 1.1-16 参照）は、地上設置型で構造はツバルフ配水池を除いては、

鋼製パネル式（組立式）である。軽いため施工が容易であるが、海風により錆びが発生しやすい。

既存配水池のうち、20 年以上以前に建設されたものは、錆びが多く発生しており、特にボルト締

めの部分からの漏水が多い。 

表 1.1-16 ホニアラ市既設配水池の仕様 
標高 容量 

水源 配水池 
GL HWL LWL

タイプ
(m3) 

構造 

コングライ湧水 タサヘ 151.2 154.6 151.9 地上式 910 鋼製パネル 
 レンガキキ 80.4 83.6 81.1 地上式 230 鋼製パネル 
 スカイライン 111.3 113.8 112.0 地上式 480 鋼製パネル 
 イーストコラア 82.3 87.4 83.0 地上式 455 鋼製パネル 
 ヴラ 40.6 46.1 41.3 地上式 230 鋼製パネル 
ホワイトリバー井戸群 ホワイトリバー 59.0 63.9 59.7 地上式 1,200 鋼製パネル 

マタニコ井戸群 ロウアウエスト

コラア 1 
53.8 57.3 54.5 地上式 455 鋼製パネル 

 ツバルフ 21.5 25.0 22.0 地上式 70 鉄筋コンクリート

コンビト湧水/井戸群 ボーダーライン 76.3 83.0 77.0 地上式 2,650 鋼製パネル 
パナチナ井戸群 パナチナ（JICA） 43.7 46.8 44.4 地上式 600 鋼製パネル 

既設配水池 合 計 7,280  

 
3) 送配水管路 

ホニアラ市の送配水管路の総延長は、表 1.1-17 に示すように、約 126km である。ホニアラ市に

おける上水道整備は、1966 年から本格化した。管種としては、当初、鋳鉄管や亜鉛メッキ（GI）

鋼管が主流であったが、近年は、硬質塩化ビニル（PVC）管やポリエチレン（PE）管が主流にな

っている。敷設後、30 年～40 年経過した管が全体の約 60%を占めている。 

SIWA は、給水施設投資事業計画（2006～2016 年）をもっており、それに従って管路の更新を

行う予定である。 
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表 1.1-17 ホニアラ市既設送配水管路の管種及び管径別延長 
建設年 管路 

管径 
66-70 71-75 76-80 81-85 86-90 91-95 96-00 01-07 延長 管種 

(mm) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) 
PVC 20   131   131

  25  391   391
  30  80 586   666
  40  1,767 313 3,161   5,241
  50 110 5,472 1,580 2,530 319   10,011
  60  739   739
  75 1,385 5,592 2,586 1,074 922 1,985  1,000 14,544
  100 2,425 4,015 2,811 6,189 3,329 34 2,000 20,803
  150 1,564 3,993 944 2,057 635 3 1,020 2,000 12,216
  200  1,311 3,364 2,586 9  1,000 8,270
  225  625 3,835 1,116 11  5,587
  250   492 68  560
  300   2,026 1,624   3,650
  小計 5,484 23,985 8,234 24,236 5,767 7,970 1,133 6,000 82,809

PE 13   4   4
  20  54 100 400  554
  25 246 197 885   1,328
  32 60 137 405   602
  40  789 374 463 140  1,766
  50 895 1,631 549 556 9 418  4,058
  小計 1,201 2,808 923 2,413 0 9 958 0 8,312

GI 13   4   4
  20 124 126   250
  25 726 871   1,597
  30 406 389   795
  40 1,300 605   1,905
  50 2,987 2,441 1,758 1,419   8,605
  75 1,316 2,062   3,378
  100 2,793 792 2,361 824   6,770
  150 289    289
  小計 9,941 7,286 4,119 2,247 0 0 0 0 23,593

鋳鉄 100 3,392 666   4,058
  150 3,634  727   4,361
  200 2,254    2,254
  225 786    786
  450 186    186
  小計 10,252 666 727 0 0 0 0 0 11,645

26,878 34,745 14,003 28,896 5,767 7,979 2,091 6,000 126,359
合 計 

21.3% 27.5% 11.1% 22.9% 4.6% 6.3% 1.7% 4.7% 100.0%
出典：SIWA 
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1-1-2 開発計画 

(1) 国家開発計画 

新国家開発計画は、まだ発行されていないが（2008 年 4 月現在）、施政方針（”Policy Statement”）

と同方針に基づいた実施計画（”Translation and Implementation Framework”）が、2008 年 1 月と 2

月にそれぞれ策定されている。 

上記の施政方針に、水セクターを管轄する鉱物・エネルギー・地方電化省（Ministry of Mines, 

Energy and Rural Electrification : MMERE）の目標として、以下が示されている。 

 天然資源は、持続性があり、革新的で、環境保全に配慮した方法で利用されること。 

また、上記施政方針における水セクターが目指す成果は、以下の 2 項目である。 

 水源が、あらゆる種類の汚染から保護されること。 

 ソロモンの全国民が、安全で安定的な給水を受けること。 

本プロジェクトは、ソロモンの首都ホニアラ市住民に、不安定な湧水水源から地下水への転換

による安定した給水量の確保及び降雨後に発生する高濁度を軽減するための濁度低減施設の設置

による水質の改善を図り、また、地方中核都市であるアウキ市住民に、水源量を増加することに

より安定的な水供給を図ろうとするものであり、国家開発計画の目標及び期待される成果に合致

しており、整合性があると判断される。 

 

(2) SIWA の開発計画及びアクションプラン 

2005年～2006年に JICAが実施した開発調査「ソロモン諸島上下水道改善復興計画調査」（以下、

JICA 開発調査という）において、以下のアクションプランが提案されている。 

 経営改善のためのアクションプラン 

 上下水道施設整備（漏水削減を含む）のためのアクションプラン 

本プロジェクトは、上記の上下水道整備のためのアクションプランうち、中期施設整備計画の

実施に関して、「ソ」国側より、日本の無償資金協力による実施の要請があったものである。 

 
1) 経営改善のためのアクションプランの実施状況 

JICA 開発調査後の、SIWA による経営改善に係るアクションプランの実施状況は、表 1.1-18 の

とおりである。同表にあるように、SIWA は、積極的にアクションプランにそって経営改善を図ろ

うとしている。 
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表 1.1-18 経営改善のためのアクションプランの実施状況 

No. 項目 活動項目 
（緊急性及び改善効果大） 実施状況 

1 料金徴収の改善 料金徴収率の向上 臨時職員を雇用し、料金徴収率の向

上に努めている。その結果、徴収率

が向上した。 

2 新料金体系の導入 収入改善のための合理的な水道

料金の設定 
JICA 開発調査の提案に従って、2006
年 10 月及び 2008 年 10 月に料金を改

定した｡ 

3 サービス向上に必

要な職員の増強 
職員増強に必要な事務所及び機

材修理用ワークショップの建設

職員増強のための新事務所を 2008年
2 月に建設した。 

4 資産管理システム

の確立 
合理的な経営のための在庫管理

システムの確立 
専門スタッフの雇用を計画している

5 既存職員の能力開

発 
 海外に主にオーストラリアにスタッ

フを派遣し、能力開発を行っている。

また、能力開発のため JICA による本

邦研修を活用している。 

 

2) 上下水道施設整備（漏水削減を含む）のためのアクションプランの実施状況 

漏水削減のためのアクションプランの実施に関しては、同アクションプランで、2006 年から

2010 年の間は、約 1km/年の老朽化した管路の敷設替えが提案されている。これに対して、SIWA

は、2006 年及び 2007 年に、これを大きく上回る約 2km/年の管路敷設替えを実施している。その

結果、当初 2007 年における漏水率は 40％と想定していたが、実績では 36％まで改善されている。 

一方、老朽化した配水池については、一部の配水池（ロウア・ウエスト・コラー）が建て替え

られたものの、他の老朽化した配水池の建て替えは、資金不足のため、進んでいない。 

上下水道施設改善のためのアクションプランの実施状況は、表 1.1-19 に示すとおりである。 

表 1.1-19 上下水道施設改善のためのアクションプランの実施状況 

No. 
アクション

プラン項目 
活動項目 実施状況 

1 上下水道施設

改善 
湧水水源から地下水への転換（地

主との問題） 
本プロジェクトでの上水道施設整備の実施を要請 

  非効率で老朽化した施設の改善 本プロジェクトでの上水道施設整備の実施を要請。 
一部自助努力で改善を行っている。 
・ 配水池の建替え 
・ 配水管網の敷設替え 

  水質の改善 本プロジェクトでの上水道施設整備の実施を要請 

2 漏水削減 日常的な漏水削減活動の実施 漏水削減の専門部所を設定し、活動の定着を図ろうとし

ている。漏水削減活動のための新規職員を既に雇用済み

である。 

  約 1km/年の老朽化した配水管路

の敷設替えの実施 
2006 年は 2.0km、2007 年は 2.4km の敷設替えを実施した。

その結果、漏水率は 2005 年より 4％程度改善された。 
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(3) その他の関連計画 

SIWA の監督官庁である鉱物・エネルギー・地方電化省は、地球環境ファシリティ（Global 

Environment Facility: GEF）、国連開発計画（UNDP）及び国連環境計画（UNEP）の援助により、

2007 年 9 月ホニアラ市の水資源管理に係るプロジェクトである「ホニアラ市水資源管理プロジェ

クト（Honiara City Water Resources Management）」を開始した。 

同プロジェクトは、大洋州諸国における持続的水資源及び下水管理プロジェクト（Sustainable 

Integrated Water Resources and Wastewater Management Project in Pacific Island Countries: IWRW）の一

環として 5 年間にわたって実施されるものである。大洋州諸島の天然資源の持続的開発及び管理

について技術協力を行うために設立された SOPAC（South Pacific Islands Applied Geo-science 

Commission、本部：フィジー）が調整機関である。 

同水資源管理プロジェクトの目的は、以下のとおりである。 

 ホニアラ市における持続的水供給及び下水サービスを確保するためホニアラ市の水資源

のための最良の管理戦略・対策を得ること。 

 ホニアラ市で得られた戦略・対策は、他の地方中核都市にも適用すること。 

 
1-1-3 社会経済状況 

(1) 社会条件 

ソロモン全体の居住者人口は、1999 年の国勢調査で 409,042 人と推定されている。このうち、

96%がメラニシア系、3%がポリネシア系、1%がミクロネシア系及びその他である。性別では、男

が 51.7%と若干多く、女は 48.3%である。 

ほとんど（84%）の人々は村落部で生活している。それらの村落の多くは小規模で、海岸線に

沿って広く分布している。 

ホニアラ市はソロモンの首都であり、ガダルカナル島の北部に位置する。ホニアラ市の人口は

全国の人口の約 12%である。1999 年の国勢調査では、ホニアラ市の行政区域（Town Boundary と

呼ばれる）の人口は 49,107 人、世帯数は 7,404 であった。なお、同調査により、全国の人口増加

率は 2.8%と推定されている。 

なお、1999 年の国勢調査では、ソロモンの家庭の家族数は 4～6 人が多く、全体の 4 分の 1 以

上が当てはまると注記されている（一方、JICA 開発調査における社会経済調査では、家族数はホ

ニアラ市において一世帯 8.6 人となっている）。なお、給与所得者が 78%と、自営業の 12%と比較

して多い。 

 
(2) 産業の動向 

「ソ」国の一人当たりの GNI は 590US ドル（2005 年）であり、後発開発途上国に属し、水産

品等の一次産品輸出に強く依存した経済となっている。2000 年に起きた部族対立の影響により、
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財政は大幅な赤字が続いている。 

「ソ」国の主要産業は漁業と農業であり、食品加工、ビール製造、家具製作、建材製造等の中

小工業も営まれている。 

「ソ」国には、食料品、繊維類、機械類、石油化学製品、電気製品等、主要工業製品を自国生

産できる工場は皆無に等しい。したがって、主要製品の物価は、先進国並みの価格となっている。

特に石油の価格は、最近の原油価格の高騰のあおりを受け、2008 年 3 月から 9 月までの半年で、

50%以上も高騰し、電気料金、水道料金も値上げ実施され、経済の混乱が懸念されている。 

 
1-2 無償資金協力要請の背景・経緯及び概要 

ホニアラ市の既存上水道は、主要水源であるコングライ湧水の閉塞による水源量の低下（一人

一日使用水量が 110 ㍑/人日＝LCD に低下）、低給水圧地域の存在、非効率な配水システム、管路

口径の不足、配水池容量の不足、湧水の雨天時における高濁度化、未給水区域の存在等の問題を

抱えている。 

また、アウキ市では、現在実施中の ADB プロジェクトが 2008 年 9 月に完工し、送配水施設は

改善されたが、既存湧水の水源量が不足し、1 日に 4 時間程度、一人一日使用水量として 75LCD

（2007 年）しか給水が受けられず、生活用水が不足している状況である。 

これらの状況を改善するために、「ソ」国政府は我が国に対して、JICA 開発調査に基づいて、「ソ」

国首都のホニアラ市及び地方中核都市のアウキ市上水道整備計画に関して無償資金協力の要請を

行った。 

同要請は、2005 年 8 月に日本政府に提出された（当初要請という）が、その後、2007 年 12 月

の予備調査及び 2008 年 3 月の基本設計調査において要請内容が、以下のように変更された。 

 
(1) 当初要請段階 

当初要請は、JICA 開発調査の途中段階であるインテリムレポートの検討段階で、「ソ」国政府

から日本政府に提出されたものである。その後、さらなる検討が加えられ 2010 年を目標年次とす

るマスタープランにおいて中期施設整備計画が策定された。 

 

(2) 予備調査段階 

「ソ」国側は、予備調査（2007 年 8 月実施）において、要請内容に関して、中期施設整備計画

の内容を要請内容に変更することで予備調査団と合意した。同調査団は、さらに要請内容につい

て「ソ」国側と検討した結果、若干の修正を行うことで「ソ」国側と合意した。 

 

(3) 基本設計調査段階 

基本設計調査時（ミニッツ署名時）における予備調査時からの要請内容の変更点は、アウキ市

の井戸仕様についてのみであった。 
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以上の各段階における要請内容の変遷については、表 1.2-1 に取りまとめた。 

これらの要請内容については、現地調査結果をもとに国内解析を行い、最終的に本プロジェク

トとして妥当な仕様・規模を設定した。その結果は、「表 3.1-1 本プロジェクト施設計画と仕様」

に示すとおりである。 
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表 1.2-1 本プロジェクトにおける要請内容の変遷 

当初要請時 予備調査時 BD署名時
（2005年8月） （2007年8月） （2008年3月19日）

井戸施設
(1) 井戸掘削 13本、深さ100m 16本、深さ100m 16本、深さ100m
(2) 井戸ポンプ調達 17台、800m3/日 x 揚程50m 20台、800m3/日 x 揚程50m 20台、800m3/日 x 揚程45m
(3) 導水管 150mm PVC x 5km 150mm PVC x 6.2km 150mm PVC x 6.2km
(4) 受水槽 4槽（3槽 x 100m3、 1槽 x 150m3) 4槽（3槽 x 100m3、 1槽 x 150m3) 4槽（3槽 x 100m3、 1槽 x 150m3)
(5) 高圧電線引き込み工事 5,000m 該当なし（要請項目から削除） 該当なし
(6) 発電機 該当なし 4台 4台
滅菌・濁度低減施設
(1) 塩素滅菌施設 7箇所、2,900 to 4,400m3/日 7箇所、2,400～4,400m3/日 7箇所、2,400～4,400m3/日
(2) 濁度低減施設 3箇所、2,000 to 4,300m3/日 3箇所、2,000～4,300m3/日 3箇所、2,000～4,300m3/日
送水ポンプ施設
(1) タサヘ新井戸群 3台、1,200m3/日/台 x 揚程80m 3台、1,600m3/日 x 揚程80m 3台、1,600m3/日 x 揚程80m
(2) ティティンゲ新井戸群 3台、1,600m3/日/台 x 揚程60m    10,400m3/日 3台、1,600m3/日 x 揚程80m     12,800m3/日 3台、1,600m3/日 x 揚程80m     12,800m3/日
(3) スカイライン新井戸群 3台、1,200m3/日/台 x 揚程60m    （1台予備） 3台、1,600m3/日 x 揚程60m     （1台予備） 3台、1,600m3/日 x 揚程60m　  （1台予備）

(4) ボーダーライン新井戸群 3台、1,200m3/日/台 x 揚程50m 3台、1,600m3/日 x 揚程40m 3台、1,600m3/日 x 揚程40m
配水池
(1) タサヘ配水池 2,500m3 1,600m3 1,600m3

(2) ティティンゲ配水池 1,600m3 1,400m3 1,400m3

(3) スカイライン配水池    900m3 　　　　8,200m3 1,550m3              7,005m3 1,550m3                7,005m3

(4) ロウア・ウエスト・コラア配水池 1,400m3    455m3    455m3

(5) パナチナ配水池 1,800m3 2,000m3 2,000m3

5 送配水管 50～300mm x 約27km 50～300mm x 約28.2km 50～300mm x 約28.2km

アウキ井戸施設
(1) 井戸掘削 2本、深さ100m 2本、深さ100m 2本、深さ100m
(2) 井戸ポンプ調達 3台、800m3/日 x 揚程50m 3台、800m3/日 x 揚程50m 3台、800m3/日 x 揚程120m
(3) 導水管 150mm PVC x 100m 150mm PVC x 100m 150mm PVC x 300m
(4) 発電機 1台 1台
ノロ井戸建設 該当なし（要請項目から削除） 該当なし
(1) 井戸掘削 2本、深さ100m
(2) 井戸ポンプ調達 3台、800m3/日 x 揚程50m
(3) 導水管 150mm PVC x 100m

B. 地方中核都市

2

2

3

1

4

コンポーネントNo.

A. ホニアラ市

1
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1-3 我が国の援助動向 

我が国の「ソ」国に対する水セクターの援助は、表 1.3-1 に示すとおりである。 

表 1.3-1 我が国の「ソ」国水セクターの援助 

実施年 援助形態 案件名 概要 

1996-1998 無償資金協力 ホニアラ市給水改善計画 

井戸水源施設・導水施

設・送配水施設・消毒施

設の建設、既存配水池の

更新 

2005-2006 開発調査 ソロモン諸島上下水道改善復興計

画調査 

首都及び地方中核都市に

おける中期上下水道施設

整備計画の策定 

2005-2006 フォローアッ

プ協力 
ホニアラ市給水改善計画フォロー

アップ協力プロジェクト 

2000 年～2003 年に発生し

た民族紛争で、損傷を受

けた上記の無償資金協力

プロジェクト施設の復旧 

 

1-4 他ドナーの援助動向 

「ソ」国では、日本のほか、オーストラリア、ニュージーランド、EU、台湾、ADB などが援助

を行っている。 

「ソ」国の 2007 年度の開発予算は、全体で 21.2 億ソロモンドル（340 億円）であるが、このう

ち、自国の予算は、わずか 4％にあたる約 0.9 億ソロモンドル（14 億円）であり、96％が外国ド

ナーによる援助によって成り立っている。 

開発予算の比率は、以下のとおりである。 

表 1-4-1 ソロモン国開発予算の比率（2007 年度） 
No. 国・援助機関 金額（SBD） 比率（％） 
1 オーストラリア 1,342,305,166 63 
2 EU 211,396,011 10 
3 ニュージーランド 147,174,293 7 
4 日本 116,464,779 6 
5 台湾 108,874,772 5 
6 ソロモン（自国資金） 88,459,686 4 
7 ADB 53,119,195 3 
8 その他 55,120,500 2 
 合 計 2,122,914,402 100 

 

本プロジェクトに関連する他ドナーの援助としては、前述（1-1-2-(3)その他の関連計画）した、

「ホニアラ市水資源管理プロジェクト（Honiara City Water Resources Management）」において、本

プロジェクトの結果が反映されることになっている。 
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表 1.4-2 本プロジェクトに関連する他ドナーの援助 
実施年 援助国・機関 案件名 概要 

1999-2001 オーストラリア 
（AusAID） 

Development of the Solomon 
Islands Urban Water & Sewerage 
Infrastructure Project Design Study 

首都ホニアラ市及び地方

中核都市（ノロ、ツラギ、

アウキ）の上下水道施設整

備マスタープラン策定調

査 
2001-2003 European 

Commission 
Corporate Development Plan of the 
SIWA-Technical and Financial 
Recovery Programme 

SIWA に対する経営改善・

技術協力プロジェクト 

2002-2006 ADB Post Conflict Emergency 
Rehabilitation Project 

アウキ市におけるクライ

バラ湧水取水施設改善、高

所配水池（450m3）建設、

送水ポンプ改善及び送水

管敷設 
2008～2012 
（実施中） 

GEF/UNDP/UNEP/ 
SOPAC 

Honiara City Water Resources 
Management Project 

ホニアラ市の水資源管理

調査プロジェクト 
2008～2011 EU Gizo Water Supply ギゾ市の上水道施設整備

プロジェクト 
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